
に耐えるように防仮ゴムでささえられている。

(3) 受信総受

しゃないしん

受信号告を支持

するとともに，

上而は 1 2 本の

接続用ソケット

を有する接続紘一

で，下爾はつな

き'箱になってい

る。受信吉誌を ソ

ケ y トにそう入

すれば， 事長 tlt全

体の電気的綾統

ベ 1 鵬=;.:; 
5. 受信者号受

が完了するよ う になっている。

(4) 苦手 報総

6. !，詳報 ;r.，

定位表示灯(白灯) ・ 動作表示灯(赤灯) ・ 箸報mベノレ ・ 確認j111

ポタ γ よりなり ， 主II転士の見やすい所にJ&十l け られている。

(5) 1fII: 油ij( ヌイッ チ

箱に収められて 100 V と 24V を同時に切り入れする構造に

なっている。 100 V は'lßillJJ発電話量よ り ， 24 V は蓄電池より供給

される。

(6) 動作の大主主

1fi VJit、スイ γ チを入れると 24 V 電源によ って確認継電球の弘一

下接点を通して赤灯が点じベノレが鳴る。一方 100 V 電源によっ

て鳩脇田路の真空管のヒ ー タ ーが侃ま ると ， 受賞~gNが受けた信

号電流は地問され，出力変成総 ・ 整流Trðを経て主継1[\l苦 (MR) を

励磁し，その接点を閉 じる。 このとき確認押ボタ ンを押すと確

認継r1ìW (ACR) が励磁され， その接点が上方に上り白灯がつ

き， 7JJ'<灯が消えてベノレが鳴りやむ。なお確認、事1 1ポタソをはなし

でも ACR は自己の接点により励磁を保持している。 以下二三

の場合のillJJf'J'を述べるとっき.のようになる。

ア 信号電流のない場合

受電総への誘導がないから MR の接点が開き， 白灯が消え赤

灯が点じてベノレが鳴 る。

イ 信号電流のある場合

受電総への誘導があるので何ら変化はない。すなわち信号電

流のある場合は前方の信号機は進行または注意であるので， そ

のまま運転をつづけるわけである。

ウ 前方の信号線が停止E見示の場合

列車は平取hにより両軌条間を短絡しながら信号電流の電源に

近づいてゆくので， インピー ダンスが次第に滅り ，送電電流が

地加してゆく。この送'i'E電流の値がある値に達すると ， 地上の

接近継1[1*が落 Fすることにより，送電電流が切られるので，

アの場合と問様に赤灯がつき， 笹報を発する。この送電電流を

切っている間は図ーl からわかるように， 5 秒とな っ ていて ， 5 

秒経つ と 時素継電緑に よ っ てふたたひ・送電される。したがって

運転士が赤信号を確認し，約 5 秒後に確認抑ボタ γを押すと，

このときは信号電流が送られているのでMRは働いているから，

警報がなくな り白灯を点ずる。なお閉塞区間の短い と ころでは

注怠信号を現示している場合にも ， 以上の動作をするように設

備されているところもある。

エ その他の場合

的 信号電源停電 ・ 軌道回路の故障その他によりレ ー ノレに信

号電流のないとき いかなる恋!由によっ てもレ ーノレに信号電流

のないときは答報を発する。

府) 事上装置の電源 100 V が('i;憶の場合あるいは故障の場合

停電により あるいは故障により 受信総が働かな くなった場合

にも . 蓄電池が生きているかぎり警報を発する。真空管の断線

;iöる いは劣化の場合にも同様である。

(劫軌道回路の死区間を通過する場合信号短流はないが，

MR と ACR の落下時緊の和を 0. 6 - 1. 2 秒(縦電球にかかる也

圧がこのI時間だけな く ともその接点を保持している)にしてあ

るので， 短区間では主主報を発しない。 (柏木 突 ・ 沢野周一)

し々ないしんごう 車内信号 (英)cab signal 普通信号館告は

地上一定の箇所に常置するのが建前であるが，列車の運転速度

に対して相当の見通し距離が必要である。この見通し距離も地

車内信号 機

地上信号車
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